
The Vegetarian Butcher
史上最大の食肉革命が始まる。
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我々のブランドについて（3分）

グローバル全体の市場について（3分）

日本市場でのアプローチ（4分）

質疑応答（5分）

１



本日のアジェンダは..

我々のブランドについて

グローバル全体の市場について

1

2

日本市場のアプローチ3

質疑応答4



9代目の有機農家であるヤープ・コルテウ
ェグは、1998年の豚フィーバーの発生を
きっかけにベジタリアンになった。

しかし、彼は大の肉好きで、肉の味と食感
を求め続けている！革新的なシェフ、科学
者、献身的なチームとともに、彼はオリジ
ナルと同じ、あるいはそれ以上の味の「植
物性肉」の開発に取り組んでいる。

ストーリー
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ザ・ベジタリアン・ブッチャーは、わずか4年で55以上の市場
に進出！

The Vegetarian Butcherが拠点とする市場
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私たちは、グローバルに展開する強力でユニークなブランドを
持っています - 持続可能な使命と独自のポジションを持つ活動家ブランド

ヴィーガン化、CO2削減、リサイクル
包装など、2039年のネット・ゼロに
向けてさまざまなプロジェクトに

取り組んでいる！

ブッチャーのルーツであり、
独特の語り口調を持つ

持続可能なミッション
OOHとリテールの

パートナーシップにおける実績
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食の革命の中心で、プラント・ベースをリードする製品の
優位性は - 次の2つの強力なレバーによって推進される

300人以上のシェフがR&Dに携わり、

すべての製品開発に真のシェフマンシップを発揮

食のシリコンバレー」ワーヘニンゲン（オランダ）の

研究開発センターHIVEを拠点とする250人以上の科学者たち

研究開発には75ヶ国以上、
300人以上のシェフが参加！
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私たちは肉のような栄養価の高いポートフォリオを有しており
その実績は業界からも認められています
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植物性の波は世界中で起きています

Opportunity – Global size & 
growth

4人中1人
肉食を減らす

10億ドル

市場

アジア

太平洋地域

欧州

北米

中南米

フレキシタリアン
最大グループ

出典: Euromonitor & Barclays
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2023年、肉代替食品のカテゴリー別売上高が最も高いのはEU、
アジア、北米で、いずれも10億ユーロ以上の市場である

34億

1億

39億
23億北米

南米

1億

3億

= 2023年 代替肉の売上（米ドル、単位：10億ドル）

出典: Statista 2023

アフリカ

オーストラリア
＆オセアニア

アジア

欧州
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アジア

34億

オーストラリア
＆オセアニア

欧州

39億
北米

南米

アフリカ

1億

23億
39億

3億
5億

2億
55億

1億
1.4億

CAGR  
2023-2028

+10%

CAGR  
2023-202864億 +10%

CAGR  
2023-2028

+11
%

= 2023年 代替肉の売上高（単位：ユーロ）

= 2028年 代替肉の売上高（予測）（単位：ユーロ）

  

3年先を見据えた予測では、最大市場は高成長を続ける
市場は高成長を続け、年平均成長率は約10％である
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外食・小売の世界の全食品カテゴリーを見ると、
代用肉カテゴリーが最も急成長しており、今後も急成長が見込まれる
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出典： GlobalData Market Analyzers, February 2023
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複数のAPAC諸国は二桁のCAGR成長が予測されており
日本は中国、タイに次いで絶対額で3位にランクされている

出典: Statista 2023

中国 タイ 日本

=  2023年 代替肉の売上（米ドル、単位：10億ドル)
= 2028年 代替肉の売上（予測）（米ドル、単位：10億ドル)
= 2023-2028 CAGR %
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APACの植物性摂取の人口は過去5年間で大幅に増加し、
今後さらなる成長が見込まれる

APAC は、より工場を増やす地域へと変貌しつつある

データの出典： Statista, Q4 2023 data
代替肉＝プラントベースミート＋ベジタリアンミート
プラントフォワード・コンシューマー＝ビーガン、ベジタリアン、ペスカタリアン、フレキシタリアンを合計した割合
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中国 フィリピン ベトナム インドネシア タイ 台湾 シンガポール オーストラリア ニュージーランド 日本

過去、現在、予想されるプラント・フォワード消費者の割合

香港 マレーシア

2018       2023 2028

韓国
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日本では、植物性食品を消費する最も重要な理由は健康であり
味とタンパク質の多様性である

植物由来の肉製品を消費する理由

出典: Food-Frontier-Alternative-Proteins-and-Asia-Report-2023

2

健康状態全体を改善 安全性への懸念 味が好き 食事にタンパク質の種類を増やす 環境への配慮 赤身肉、鶏肉、魚介類の消費を減らす

ベース：過去6ヶ月以内にプラントベースの肉製品を摂取したことがあり、再度摂取することを検討し、今後も同じかそれ以上の摂取を考えている18～45歳以上のインターネットユーザーの摂取理
由。内訳は591名（中国）、283名（シンガポール）、160名（韓国）、68名（日本）、447名（タイ）。注意：日本はベースサイズが小さい。
出典： KuRun/Mintel (China); Rakuten/Mintel (Singapore, Japan); Dynata/Mintel (South Korea, Thailand)
出典： KuRun/Mintel (China); Rakuten/Mintel (Singapore, Japan); Dynata/Mintel (South Korea, Thailand)

中国 シンガポー
ル

韓国 日本 タイ
シンガポール 韓国
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肉に近い品質、調理のしやすさ、タンパク質の含有量は、
植物由来の肉を購入する際の重要な要素である

出典: Food-Frontier-Alternative-Proteins-and-Asia-Report-2023

最も重要なプラントベース食肉購入要因

2

中国 日本 タイシンガポール 韓国

高タンパク質

調理/準備が簡単

健康効果を付加（例：消化
を助ける、骨の健康など）

動物の肉/魚/魚介類に似
た風味

天然成分リスト

環境生産

オーガニック

全属性で平均化回答から乖離

ベース： 18～45歳以上のプラントベース食肉購入者で再購入を検討すると回答した人、または今後購入を検討すると回答した
人の内訳は949人（中国）、774人（シンガポール）、793人（韓国）、398人（日本）、913人（タイ）。
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2016年にザ・ベジタリアン・ブッチャーと出会う2

2016年にあるブログの記事を発見しました。そこにはオランダのフードテック企業であるザ・ベジタリアン・ブッチャー

が紹介されていました。

フードテックの面白さに惹かれて、ファーストコンタクトから2年間かけて契約を締結する
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日本での展開に意識した3つのポイント2

POINT,1
商品名

POINT,2
摂取する機会

POINT,3
話題性

16



植物性由来のお肉を何と呼ぶか？

・当時は大豆ミート、ソイミート、ベジタリアンミート、ベジミート、ヴィーガンミートetc

（従来とは違う新しい肉というイメージ）

大豆タンパクだけではなく、様々な植物性たんぱくの掛け合わ
せで製造。

PLANT BASED MEAT
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消費者にどのように食べてもらう機会を提供するか？

（デリバリーサービスを活用）
自社の商品を使ったハンバーガーショップを
デリバリーサービスのみで都内に20店舗展開した。

結果として消費者に気軽に届けられることが出来るよう
になり、接触機会を増やすことに成功した。
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日本国内でどう話題性をどう生むか？

（日本初というキーワードで注目を集める）

（BUTAMAJIN池袋店）2016年にOPEN
ベジタリアンも通える焼肉店

（ザ・ベジタリアン・ブッチャー池袋店）2020年OPEN

→結果として数百以上のメディアで取り上げられることとなった。
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2024年ファミリーマート2,800店舗（東京、神奈川県）で
期間限定販売

2023年より事業再編を行い、BtoCからBtoB向けに事業を切り替える。
今後は外食や中食企業に原料供給を行い、コーブランディングとして展開を行っていく。

(タコライス） (チキンオーバーライス） (豆乳チキンパスタ）
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Thank you for your attention!!

1

2

3

4

皆様ご清聴ありがとうございました。

質疑応答に移らせて頂きます。

Ik dank u allen voor uw aandacht.
We gaan nu verder met de vraag- en antwoordsessie.
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